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〈算数部会〉

研 究 主 題

r基礎 ・基本 を確 実に身 に付 け させ るた めの指導 と評価 の在 り方)

一 「関心 ・意 欲 ・態度 」 と 「数学 的な考 え方」 を中心 に 一

研 究 の 概 要

一人 一人 に確 かな学力 を育成 す るため には、単元や1単 位 時 間の授 業の終 了時 の評価 と と

もに 、学習 の過程 において評価 を繰 り返 し、 これ を学習指 導 に生 かす ことが重要 で ある。

そ のた めには 、過 大 な負 担 とな らない よ うに評価方 法 を見直す こ とや、評価 結果 を生 か し

た 効果 的な指 導 を行 うこ とな どが必要 で あ る、

そ こで小 学校算数 部会 では、単元全 体 を通 した指導 と評価 の 計画 の作成 、評 価 の方 法 、評

価 結果 に基 づ く指導等 につ いて、 よ り効果 的 な指導 と評価 の在 り方 を実証的 に追 究 した、

と りわけ、指導 と評 価 が難 しい とされ る 「算数 へ の関心 ・意欲 ・態 度」 と 「数学的 な考 え

方 」を中心にす る と ともに、「平成14年 度 基礎的 ・基本的 な内容 の定 着に 関す る調査1(東

京都 教 育委員 会)の 結果 を踏 ま え、 「量 と測 定」の領域 を対 象 に追 究 した。

皿 研 究 の 内 容

1単 元 全体 を通 した指導 ・評価計画 の 作成 の工 夫

評価 規 準は児童 ・生徒 が身 に付 け るべ き資質や 能力 を、4観 点か ら分析 的 に示 した もの で

ある。そ こで単元 の 目標 を達成 す るた めには 、単元 の指導 の計画 を適 切 に作成 す る とと もに 、

毎 時 間の授 業 にお いて 、評価 規準 に照 ら し合わせ て児 童の学 習状 況 を把握 し、評 価結果 に応

じて個 に応 じた指 導の手 だて を とるこ とが 重要で ある。

そ の際 、以下 の点 に留意 した い。

(1)毎 時間の評価 規準 が単元の 目標 達成 に つなが る よ うに指 導計 画を作成す る。

まず 、単元 の 目標 を達 成で き るよ うに指 導計画 を作 成す る こ とが重 要で あ る。 その際 、1

時 間1時 間の指導 のね らい を達成す る と、単元 の評価 規準 に照 ら し合 わせ て総合 的 に 目標 を

達成 す る よ うに計 画が作 成 されて い るか、1時 間1時 間の学 習活動 はね らい を達成 す るよ う

な活 動 と して計画 され てい るかな どを確 か める必 要が あ る。 と りわ け 「算数 へ の関心 ・意欲

・態度 」 と 「数学 的 な考 え方」 を育て る指導 につ い ては これ が課 題 といえ る。

(2)1時 間 の評価 規準 を主 と して1観 点に絞 り込 み 、 これ を実現 させ る指導 を 工夫す る。

単 元 の 目標 を達 成す るた めに 、その1時 間にお いて何 を指 導 し評 価 す るか を焦 点化 し、原

則 と して1観 点 の評 価規準 の般 定を心 がけ る。

(3)単 元 の評価 規 準は 、その まま では概 括 的で あ るた め、実 際 の学 習 活動 に対応 させ て 具体

化 し、 それ を指導 計画 に適 切 に位 置付 け る。 評価 規準 は子 どもの具 体 的な 学習 の姿 か ら把握

で きる よ うに設定す る.さ らに評価 方 法 も位 置付 ける よ うにす る。

評価 方 法 には 、授 業 中の観 察(衰 情 ・ノー トの 記述 ・つぶや き ・発 言な ど)や 授 業 後 の ノ

ー ト等 の点検 な どがあ り、 と りわ け 「算数 へ の関 心 ・意欲 ・態 度」 と 「数 学的 な考 え方 」 の
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育成 につ い ては 、 これ らの方法 が有効 であ る。

(4)評 価 規 準に対応 した 教師 の具 体的 な手だ てを指導 ・評価 計画 に盛 り込 む。

児 童 の学 習 の状 況 を予想 し、 それ に応 じて具体 的な指 導 の手 だて を計 画 してお く必 要が あ

る。 そ こで 、 「努 力 を要 す る」 「概ね 満 足で きる」f十 分満 足 で き る」児 童 の学習 状 況 に対 応

した 教師 の具 体的 な指 導 の手 だ て を計画 した。 そ の際 、 「十分 満足 で き る」状 況 は児 童 の 反

応 と して複 数想 定 され る ことか ら 「例 示」 と して示す こ とにす る。

2評 価 方法 の工 夫

指 導 者 に とって過 大 な負 担 にな らない よ う、次の視 点で評価 方法 の 工夫 を試 み た。

・簡 単に で きる。

・誰 で もで き る。

・効果 的 にで きる。

以 下 に効 果 的な 評価 方 法 を示 す が 、重要 な ことは、 「評 価 規準 を 日常 の授 業の 中 で、分 か り

や す い 言葉 で児童 に示す 」 こ とにあ る。特 に 「関心 ・意 欲 ・態度1や 「数学的 な考 え方 」の評

価 規 準 に か かわ って は、 自力解 決 の場 面や 話 し合 いの場 面 にお け る姿を示す ことが 主 とな り、

児 童 は主体 的 にその実 現 に向かお うとす る こ とが で きる。

(1)授 業 中にお ける 自己評価 の表 明

例 えば ネー ムプ レー トな どを活 用 し、授 業中に 自分 自身の 学習状 況 を黒板 上 に表明 させ る

方 法 や 自分 自身 の理解 度 を ノー ト等 に記号 な どで記 させ る方 法な どがあ る。

(2)ワ ー クシー ト ・ノー ト等の活 用

思考 過 程 が分 か るよ う記述 して あ る ワー クシー トや ノー ト等 はf数 学的 な考 え方」 の実 現

状況 を把 握 しやす い。授業 中に活用 で き ると ともに、授 業後 に集 めて点検す るこ ともで き る。

そ の た めに は 思考過 程 が分 か る よ うに記 述す る方 法 の指 導が 必要 であ る。 「消 しゴム を使

わせ な い」 こと も児童 の思考過 程が残 るよ うにす る工夫 の一 つで ある。

(3)チ ェ ックシー トの 工夫

大切 な場 面で は 、予 め評価 規準 と児 童名 を一覧 に したチ ェ ックシー トを準備 してお き、机

間指 導 の 中でチ ェ ック してい くと効 率的で あ る。

(4)グ ルー プ討議 を取 り入 れ る

グル ー プ での 話 し合 いの場 な どを設 定 し、児童 同士 の主体 的 な話 し合 い を通 して 、教師 は

児童 を詳 しく観察 ・評価す るこ とが で きる。

(5)感 想 文 の活用

学習 に関す る感想 を記 させ 、 これ を授 業後 に点検 して 「関心 ・意欲 ・態度 」 を評価 す る方

法 が あ る。 「これ か らは、～ した い」 「～の 考え方 は これか らも～な場 面で使 えそ うだ1な ど

の表 現 が対象 にな りうる。この感 想 文 の書 き方 につ いて も観点 を示す等 の指導 が重 要で あ る。

3実 践 を通 しての 検証

「量 と測 定」 に絞 り、指 導 ・評価 計画 の作成 、指導 と評 価 の工夫 につ いて実践 を通 して検 証

した 。3年 「重 さ しらべ 」 は 「数 学 的 な考 え方」、6年 「体積 」 はr関 心 ・意欲 ・態 度 」 を 中

心 とす る実 践 であ る.そ の結果 を生 か し、指導 計画 と評価 計画 を よ り効果的 な形 に修正 した。

以 下 、修 正 した指 導事例 を示す。
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rv指 導 事 例1～ 数 学 的 な 考 え方 の 指 導 と評 価 に つ い て の事 例 ～

1学 年 ・単元 第3学 年 「重 さしらべ」

2指 導 と評価の工夫

(1)評 価規準を子 どもに分か りやすい言葉で示し、学習に取 り組 ませ る。本時では、『重 さ調べを通

して根拠をもち、重さの順序づけがで きるe』 とい う評価規準 を受けr順 序づ けができた らO、 重

さをさらに詳 しく調べ られた ら◎(任 意単位で調べ違いに着 目す る ・別の方法で調べる な ど)」

(2)評 価の方法

①3っ のものの重さの順序づけの結果 をネームプ レー トを用 いて黒板に児童 が貼付する。

これを、解決時における個別指導や発表時の計画に活用す る。

② 机間指導を しなが ら作業状況をチェ ック表に簡

単に記録する。発表者 とその順序 を計画す るなど、

授業の進 め方 に活 かす。

(3)授 業後に ワークシー トを集あ評価す る。 ワークシー

トには、結果 と重 さ調べの方法を図や表 を用いてか く

ようにさせる。 日頃から思考過程や作業の手順等を分か りやす くか くよ う指導 を重ねる。

3単 元の目標

重 さも長 さやか さと同 じよ うに数値化できる量である ことに気付き、基準 とな る単位(g、 ㎏)

を基に して物の重 さを測定す ることがで きる。

4単 元の評価規準

如

名前

澱 詫銭 鮭享促 1潮 の使圃 2っ6の 鋼く書

に違む概

1 A ○ o

B 0 o o

C o

関心 ・意欲 ・態度 数学的な考え方 表現 ・処理 知識 ・理解

・重 さの量 を数値 ・長 さ、か さ調べ の方 注を想 ・重 さの単位(g、 ㎏)を 用 い ・重 さの単 位(8 、㎏)囮00g

化で きることの 起 し重さ調ぺの仕方を考え て身の回りの具体的な物の重 =1kgと い う関係 につ い

よ さに気付 く。 る 。 さを測定することができる。 て理解 してい る。

・身 の 回 りの 物 の ・目的に応 じて測定のための ・重さの測定をするときおよそ ・はか りの使い方
,目 も り

重 さを測 定 しよ 適切な単位を判断する. の見当をつけた り目的に応 じ の説み方 を理解 している.

うとす る。 ・長 さ、 か さ、重 さ調 べの方 て単位や計器を適切に選んで ・重さや単位の大きさにっ

法の共通点をまとめること 測定 したりできる。 いての豊かな感覚をもっ

がで きる。 てい る。

5指 導と評価の計画(本 時2/8時 間)

主 な 学 習 話 動 0主 となる評価の規準(具 体的な評価規準)

関i考衷知 ☆手だて ・ ●評価方法

重 O身 の回 りにある物の重さに関心をもち、手で d O重 さ調ぺの方法を表現 しようとしている。

さ もって重い、軽いの感覚をつかむ、 ☆かさや長さの調べ方を想起させ る。

調 03つ のクリップの重さの順番を決めるために、 ●観察(活 動)

べ どのような道具を使ってどの ように調べるか ●授 業後の点験(ワ ー クシー ト〕

① 考え計面をたてる,

② O計 画にそってクリップの重さを調べる。 ◎ O直 接比較や聞接比較、任意単位や普遍単位を用

①てんびんを使用した直接比較 いた測定を通 して根拠をもち、重さの順序づけ

②てんびんを使用した任意単位による測定 がで きる。

一33一



本 ③ばねなど使用した間接比較 ☆重 さの順序が求められないときは他の道具を用

時 ④普遍単位を用いた測定 いて 測定 し直す ように指示する。

O観 察(活 動 ・発旨)■ 机間指導(チ ェック表

・ワー クシー ト〕●授 業後 の点検(ワ ー クシー ト〕

比 O長 さ調べ、かさ調べの方法 と重 さ調べの方怯 ◎ Q長 さ、かさ、重さ調べの方法で似 ている点を指

較 との共通点を見いだ して比べて表にまとめる。 摘することができる.

測 長さのくらべっこ かさ以 らべっこ 重さのくらべっこ ☆単位 となる重 さのいくつ分で重さを調べた方法

定 ア 直翫較の顎 酪比髄顎 と、かさをコップのいくっ分で表 した方怯に着

方 イ 聞戯⑳写真臆 隙比髄顎 目させ る。

法 ウ 鞄によ硝定 臆軸 こよ碇 ●観察(発 言 ・表情)

の ヱ 舗単位鱒λ 普看単位鱒 入 ●机間指導(表 の記入)

ま 才 単位の晒 軸の隔

と カ謡 計器

め Oク リップの重 さをいろいろな任意単位で調べ

直 してみ る。

③ O共 通 な単位1g、1㎏ を知 る。
1

測 0は か りのめもりの読み方にっいて話 し合い、 ◎ Oは か りのめもりの読み方が分かる。

定 読み方を理解す る, ☆大きな1め も りの中に小 さなめもりがい くつあ

Oは か りを使 っていろい ろな物の重さを測る。 るか数 えて、1め もりの大き さを とらえさせ る。

④ (⊥ ㎏2㎏4㎏ のはか り) ●観察(活 動 ・発言)■ 机間指導(チ ェック表 ・

ワークシー ト)● 小テス ト

重 O砂 を使っていろいろな重さを作 る。 ◎ O重 さの感 じをとらえよ うとしている。

さ O】00藍 を10個 集 め1㎏ にな ことを確 かめる。 ●観察(括 動)

作 Ol㎏1008108の 砂 の袋い くつか組み 合わ ■授業後の点検 〔学習感想)

り せ ていろいろな重 さを作 りどれ くらいか感 じ

⑤ をっ かむ、

猷 O身 の回りの物の重さを予想 してはか りを選び、 ◎ O計 器を選び、物の重 さを測定することができる.

測定 実際に測った重さと比べる. ☆ 目もりの読み方について再度指導する。

⑥ O選 んだはか りが適 していたか振り返る。 O観 察(活 動 ・ノー ト)● 小 テス ト

加 Q鍵 盤ハ・一モニカとそのケースの重さの合計を ◎ O重 さの加減計算ができる。

減 求 める。 o 01㎏=】000gの 関係 を理解 してい る。

計 Oく り上が りくり下が りのある重 さの計算の仕 ☆問題場面を線分図に表す。全体の重 さを求める

算 方を考え計算する。 言葉を考えさせ立式に結びっける。

⑦ ■観察(発 言)● 机間指導(ワ ークシー ト)

●小テス ト

習 Oあ もりの読み方にっいて復習 したり身の回 り d ◎ 重 さの感覚を豊かにする。適切な単位を判断拓

熟1 にある物の重さを調べたりる。 ■観察(活 動)

⑧ O形 を変 えた粘土の重 さを調べた り体重計で乗 ●授業後の点検(ノ ー ト'感 想)

る場所を変えた して体重を測る。

*適 用問題 による毎時聞の積み重ねによ り、【表現 ・処理】【知識理解 】の評価を充実させ る。
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*1表 現 ・処理1【 知識理解1に 関す る内容については、指導時間以降(次 時以降)も 机間指導によ り

継続的に指導 してい く。

6本 時の指導(2/8時)

(1)ね らい ・3つ の物の重 さを調べ,根 拠 をもち重 さの順番をつけることができる。

・重 さを数値化す ることのよさが分かる。

(2)展 開

主な発問と学習活動

L学 習問題の把握

ク リップの重 さの順序づけを しましょ う。

T,計 画をもとに重さを調べて重さの順番を出 しましょう。

・結果が出た らgood・ 確かめのために別の方法で調べ、

重さについてさらに詳しい:と が分かったらverygood

2.解 決の 実行

C.ア ヒル,犬,花 のク リップの重さを調べる。

①てんびんを使用。直接比較を操 り返す.

②バネ、ゴムひもを使用。長さに置き換えて測定する。

③てんびんを使用。任意単位を用いて測定する。

④上皿 自動ばか り使用。普遍単位{臼)を 用いて測定する。

正 しく読めない場合は、別の方法で調ぺる。

⑤上皿 自動ばかりを使用、針の位置で重さを比較する.は

っきりしない場合は別の道具を使って調べる。

」 」G

口評価規準(● 評価方法 ・☆手だて)

☆例Aへ の手 だ て

・任意 単位 を用いて調べた理由を

明 らかに させ る。数値化の よさ

について考えさせる。

・重 さをどのように調ぺ、比較 し

たか説明できるよ うに発表の準

備をさせる。

圏

　デロ

礁饗総1
B=根 拠 を もって 、 ク リップの 重 さの順 序づ けhSで

き る尋(ア ヒル〉犬 〉花)(ア ヒル〉犬=花)

Aの 例:順 序 づけ の結 果 が正 しい か確 かめ るた めに

別 の方法で重 さを調べ る ことがで きる.

:重 さの違 いを示す ことができ る。

●観 察{活 動 ・ネ ームブ レー ト)

●机 間指導(活 動 ・ワー クシー ト)

☆Bへ の手 だ て

・どれだけの遵いがあるか分か る調

べ方はないか考えさせる。

・かさ調べではいくつかの比較 ・測

定方法があったことを想起 させ、

他の調べ方はないか考えさせる。

3.解 決 の発 表

T.ど のように重さを調べてみま したか。調べ方と重 さの順

番についての結果を発表 しましょう。

C.自 分の調べ方と結果について発表する。

⑪直接比較を繰 り返 した。傾きの大きい方が重い.

②ブロック(任 意単位)の いくっ分かで調べた。重さの違

い を指摘する。違いを式に表す。

③上皿自動ばかり使用 普遍単位 〔呂)を 用いて測定する。

め もりの読みが曖昧ではっきり順序づけができなかりた

ことを話す。

4.重 さ調 べ の方 法 とま とめ

↓

☆Cへ の 手だ て

・てんびんを用いて重 さを調べさ

せ、てんびんの傾 きか らどちら

が重いか考えさせる。

・ア ヒルと花、花 と犬 とい うよう

に順序よく重 さを比べるように

助言する。

指導 と評価の工夫②

チェ ック表をもとに発衷の

順番を決めてお きます。

指導 と評価の工夫③

1枚 の ワー クシー トに

1つ の調べ方をかかせ ます。

残誉茎灘 聡 騰 」
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指 導 事 例2～ 関 心 ・意 欲 ・態 度 の 指 導 と評 価 に つ い て の 事 例 ～

1学 年 ・単元 第6学 年 「形の大き さの表 し方 を考 えよう(体 積)」

2指 導 と評価 の工夫 一

(1)日 ごろか らr… な学び方 はA(B)」 と、評価規準 を児童にわか りやすい言葉 に して示 し、

学習に取 り組 ませる。

〔Bの例 〕「これ までに習 ったこ とをもとに して考 えよ う。」

〔Aの 例〕「答 えを確か めるためにい くつかの方法で考え よう。」

「解決方法を分か りやす く説 明 しよ う。1

(2)個 → グル ープ→全体 での学び合 いを取 り入れ、一人一人が考 え.を話す機会 を増やす。児

童 が、考えを深 めた り修正 した り、友達の考 えの よさを認めた りしやすいよ うにす る。班

の観察 により評価を行 う。

(3)学 習感想に よる評価 を行 う。感想 を書 く際の観 点を繰 り返 し示 し、よい文 は紹介す る。

〔例〕①既習学習で活かせ たこと ②友だちの考えのよ さや 自分の考えで修正 した こと

③授業の始 め と終 わ りでの 自己の変容 ④ これか らも使 えると思 う大事 な考え方

⑤学習 を発展 させ 、挑戦 してみ たい こと

3単 元の 目標

体積の単位 と測定方法の意味 を理解 し、体積の求め方を考 え、公式を用いて直方体や立方

体の体積 を求め るこ とカヨで きる。

4単 元の評価規準

関心 ・意欲 ・櫨度 数学的な考え方 表 現 ・処 理 知識 ・理解

・大きさ比ぺを進んで行 う活動 を通 して、 ・単位 とな る大 ・公 式 を用 い ・体積の単位 と測定の

体積は、単位 の大きさを決め ると、そ き さを もとに て 、直 方 体 意味を理解 している。

のい くっ牙 として数値化できるよさに して 、 直 方 体 や立方体の ・直方体や立方体の体

気 づ く。 や立方体の体 体積を求め 積が、公式を用いた

・身 の 回 りにあ る体積 に関心 を もち 、 積 の求め方や ることがで 計算で求 められ るこ

進んでそれ らの体積を求めようとする. 公式を考える。 き る 。 とを理解 している。

5指 導 と評価の計画(本 時2/10時 間)

O主 となる評価の規準〔具体的な評価規準)

主 な 学 習 活 動 関 考 表 知 ☆手だて ●評価方法

◎ O自 分の考えで、大 きさ比ぺの答え

も 大 きい順 に並べま しょ う。 を見つ けよ うとす る。

の

の

か

さ

1ク揺卿
☆比べ方がわか らない児童には、⑤ と

㊤のどちらが大 きいか等、ヒン トを

与えることで意欲 を高め、順に大き

さを比べ させる。

の (実物をもとに解決する1 ■観察(活 動)

表 O直 方体や立方体の大きさを比べる方法を O机 間 指導{ノ ート・操 作〕

し 考え、実際に碗かめて大きさを比べる。
一 一_一_一_一_一_-M脚 一一一

●授業後の点検(1-D

方 @ O任 意の単位 を決 め、数値化 し大き

① O発 表をもとに学び合 う。 さを比べ るよ さに気づ く.

② O単 位をもとに、その個数 によって体積 を 責数値化がわからない児童には作業

③ 数値化できるよさに気づ く。 を通 して とらえ させ る。

【本時】 ☆長 さや面積で表せると考 えている

児童には、畏 さや面積の単位 を用い

て実源に数値化 させた後、矛盾 に

気づかせ る。

●観察(発 言 ・衷情)
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大

き

な

体

積

の

単

位

④

⑤

複

合

図

形

の

体

積

⑥

お

よ

そ

の

体

積

⑦

繋 難ゑ切
4cm

O体 積の意味 と単位(ed}を 理解する。

O直 方体や立方体の体積の求積公式を考える.

O体 積は、縦 ・横 ・高 さの長 さで決まること

を理解する。

直方集難
う活 ζヲ

01立 方メー トル 〔㎡)の 単位を用いて体

積を求める。

1㎡ は 何edで し ょ うか。

O㎡ とedの関係を理解する。

酬霊瓢 満 旨 コ
t.5m

O辺 の長 さが小数の場合の体積の求め方を

理解する。

体租 を求めましょう。

(数値は出さないでおく。)

O複 合図形 の立体の体積の求め方を考える。

身の回りのものの、およその体積を

求めましょう。

O具 体物を概形でとらえて、およその体積

の求め方 を理解する。

謂購魁 う♂

◎

◎

@

◎

0

@

o

●机間指導(た ト・つぶや き)

●授業後の点検(学 習感想)

0普 遍 単位の個数に着 目して体積 の

求積公式を導くことができる。

☆公式が導けない児童には、1edの 立

方体を一段ずっ敷 き詰め る活動 を

通Lて 、立体 の体積 をっ くり、個数

の求め方を考えるようにする。

●観察(発 言 ・居動)

■机聞指導(ノート・っぶやき)

01cdiの 単位をもとにして、新 しい単位

{1㎡)に ついて考えることができる。

☆面積の学習で、一辺が1mの をもと

に、一辺が1mの 立方体を単位 とし

て考えればよいことに気づかせる。

●観察(発 言・活動}

●授業後の点検(学 習感想)

Ol㎡=loeooooedの 関係がわかる。

白1㎡ を100面 や10000ciと 考体の模

型で、1国 の立方体が縦・横・高さに

100個 ずつ並ぶことを捉えさせる.

■観察(発 言)

●机間指導(ノ ート・っぶやき>

O小 数の場合も、立方体や直方体の体

積を求めることができる。

☆'」激 部分に固執している児童には、単位

換算に基づいて求積させ、小数も整数と

同じ構造であることに気づかせる.

■机間指導(ノ ート・つぶやき)

■授業後の点検(ノ ート)

O分 割 したり補 った りして、複合図形

の立体の体積の求め方を考 えるこ

とができる、

☆既習の直方体にわけて考えられない

児童には、具体物を用いて分割・補 う

等作業的な活動を行い求積 させる.

●観察(発 言)

●机問指導(ノ ート・つぶやき)
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O具 体物を概形で捉えておよその体積を

調べようとし、求めることができる.

☆調べ方がわからない児童には、既習の

どんな立体に一番近いか考えさせる、

●観察(活 動 ・発言)

●机問指導(ノ ート・っぶやき)

@1aはtOOOedの 関係がわかるe

☆解決が難 しい児童には、リットルマス

をもとに実際に水を入れ、確かめなが

らその関係が理解できるようにする.



ま

と

め

と

発

展

⑧

⑨

OΩ 伽 トのとctの 開係を理解す る。

学習状況 を振 り返 りま しょう。

O単 元の内容について、自己評価する。

発展学 習〈選 択>

Aコ ー ス 【立体づ くり=1pス1

(200cdiの い ろいろ な形 をつ くる。)

・工作用紙 でい ろいろな200cdiを つ くる.

Bコ ー ス 【体積求 め コース 】

(複 合図形 の体積 を求め る。)

・数 種類準備 してお く。

Cコ ー ス1確 か めコー ス】

く基 本的な 体積の求 め方を振 り返 る。}

・1dの 積 み 木 を使 っ て体積 の求 め方 を

確 か める。

O学 習を振り返 り、自分に合 う学習を選択する。

⑩

⑨ o

●観察(活 動 ・発言)

●机問指導(ノ外 ・つぶや き)

●授業後の点検(J-F)

◎直方体・立方体の体積の求め方がわ

か り、体積を求めることができる.

☆ノー トや教科書の見返 しをさせる。

(育本時までの毎時間の授業 で、継綻

的に必要な机間指導等を行 う。)

●机間指導(P--ev-D

●授業後の点検(ワ ークシート・学習感想)

O学 習を確かめたり、蘭心 を広げたり

することができる。

☆ これまでの学習を振 り返 り、自分に

あった課題 を選択 して学習で きる

ようにさせる。

☆これまでの児童の学習状況により、

補充的 な学習指導 を適宜行 う

●観察(発 言 ・活動〕

●机間指導{1-D

■授業後の点検(ノート・学習感想)

楽適用問題による毎時間の積み重ねにより、1表 現・処理】【知識・理解1の 評価を充実させる。

楽 【表現・処理](知 識・理解】に関する内容についてlt、 指導時間以降(次 時以降}も 机聞指導等により継続的

に指導していく。

6第1・2時 の 指 導

(Dね らい ・直 方体 や 立 方 体 の大 き さを比 べ る方 法 を考 え 、確 か め る ことが で き る。

・単位 を も とに 、 そ の個 数 に よって体積 を数 値 化 で きる よ さに気 づ く。

(2)展 開

主な発問と学習活動

1.課 題

㊧⑪⑤②を、大きい順に並べましょう。

14叡 卿
*児 童の発言により、必要な数値 を示す。

2,計 画 と解 決 の 実行

C.大 きさを比べる方法を考え、確かめよう.

①表面積で比べる。辺の長 さの和で比べ る。

②砂 を入れた重 さで比ぺ る。水を入れた量で比べ

るe㊥ のい くつ分かで比べ る。高さを1c皿 に揃

え底面積で比べる。lcdiの 立方体の数で比べる。

ロ評価規準(● 評価方法 奇手だて)

〈準備 〉⑱0⑤ ㊧の立体

☆前単元 「直方体 と立方体」の学習で、一人

一人、工作用紙で方眼部分力竃内側 になるよ

うにつ くつてお く。

国
B=自 分 の カ で大 き さ比 べの方 法 を考 え、解決

しよ うとしてい る。

Aの 例1い くつ かの方 法 で、解 決 しよ うと して

い る。

●観察(活 動)、 机 聞指導(ノ ー ト)

☆ 例Aへ の 手 だ て

・学習の仕方 をほめ、いつも通

りに進めさせる。

☆Bへ の手 だて

・他の方法 も考えて、解決 す

るよう助言する。
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☆Cへ の手 だ て

・まず二つの立体の比べ方を

考えるよう助言する。



「一 っ 目と二 っ 目の解 決の結 果

を比 べてみ ま しょう。」

「解 決 方 法の よい ところ を説 明

で き るよ うに しま しょ う。」

「他 の 方 法 を 考 え 、解 決 して

み ま しょ う。」

「⑤② を比 べてみ ま しょ う。」

「(ldの 積 み木 を与 え〕㊥㊥

と同 じ形 をつ くって 考 えて

み ま しょ う。」

3.解 決 の発 表

C.⑤0⑤ ㊥の順に大きいです。(表面積・辺の長さの和)

⑪㊧⑤②の順に大きいです。(そ の他)

4.学 び 合 い(個 → グ ル ー プ → 全 体)

C.㊧0④ ㊤の順か0㊧ ⑤ ㊥の順 か、話 し合 い ま しょ う。

C.⑤ は② の2倍 の大 きさです。 それな のに、面積 の和

では ㊥が16⑤ が24、 辺 の長 さの和 で は㊧ が20⑤ が

24で 、2倍 に なうていませんe

C.面 積 や長 さの考 え方はお か しい と思い ます。

C,⑳ を もとにす ると、⑱は4つ 分、⑪ほ4つ で は形 が

で きませ ん。 少 し足 りませ ん。

C.O② ⑤ ㊧の順 に大 きいことがわか ります 。

C.一 番簡 単 でわ か りやす く、い つで も使 える方 法は

どれ か考 え ます。(楽 〕

C.砂 や 水 を使 う方法は、面倒 くさいです。

C.高 さを1cmに 揃 える方法 は、 わか りやす いです。

C.㊥ のい くっ分 だ と半端が でるけれ ど、一 辺がlc皿 の

立方体 だ と、半端 がでませ んで した.

C.一 辺 が1cmの 立 方 体な ら どん な形 で もできそ うで

す.

C直 方 体 の大 き さが決 ま る継 、横 、高 さか ら、 い く

つ分 あ るか分 か るのは一辺が1ロ 囮の立方 体ですe

☆発表 された方怯 を児童 とともにネー ミングす

る。

☆グループの学び合いを取 り入れ、一人一人 の

発言の場を多くする。

奇衷面積や辺の長 さの和では、大きさが比べら

れない例を示す。

〈体積が等 しく、辺の長

さの和 ・衰面積茄異な

る例 〉

〈体積が異なり、表面積

が等しい例〉

鞭11、 、
2c【n4cm

卸婁
☆この観点(楽)は 、日常的に指導 し伝えてお く。

固
B=任 意単位 で比べると大きさの違いが分かる

ことに気づいているロ

例A=① 単位 で比べるよさにつ いて、その理 由

を説明 しようとしている.

② よりよい任意単位について考えようと

している。

●観察(発言}、 授業後の点検(学 習感想)

☆例Aへ の 手だ て

・学習の仕方をほめ、いっも通

りに進めさせ る。

「単位 とす る大 きさを使 って大

きさを比べるよさを、説明で

きるように しましょう。j

「単位 とす るよ りよい大 きさを

考え、説明できるように しま

しよう。」

☆Bへ の手 だて

・大 き さの違 いを説明す る よ

う助言す る。

「単位 とす る大きさを使って、

0㊤ ⑤②の順に大きいことを

説明 できるよ うにしま しょ

うai

「単位 とす る大 きさを使って

大きさを比べるよさを、

考えてみま しょう。」

6.ま とめ と振 り返 り

T.何か基準を決めて求めると、大きさを比べることが

できます。

c.〈学習感想 〉

①私 は、2っ の方法で比ぺま したa面 積では大き

さが比べられないことが砲かめ られま した。

②前 に面積の学習を した とき、甚にす る広 さを決

め て求めました。大 きさで も、i基にする大 きさ

を決めると、違いが比べられる と分か りました。

③ 「1」は、一番基本的な数字だか ら、一辺が1皿

の立方体で考えていくのがよい と思いま した。

☆Cへ の 手 だ て

・大きさを比べ、違いがわか

ることを確かめる。

「(1edの 立方体を与 え)㊧ ◎

と同 じ形をつ くってみまし

ょう。」

「立方体の数を数 え、大きさ

の違いを比べてみま しょ

う.」

☆学習感想の観点 ㊥ に関して)

・おもしろかった こと

・これまでの学習で生かせたこと

・友だちの考えの よかったところ

・自分で頑張った二と ・わかったこと

・授業の始めと終わりで変わったこと

・これからも使える大事な考え方

・同 じ考え方を使うて解ける問題の作成

・学習を広げ、挑戦してみたいこと 等
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V研 究 のまとめ

1指 導 と評価の一体化

(1)評 価の 、 に1つ こ ことによって、その時聞のね らいが明確 に意識 さ

れ るとともに、児童の活動 を把握 しやすくなった。予め、単元の 目標に照 ら し、評価

の4観 点のバ ランスをとって位置付け ることhSPt要 である。

(2)評 価規準に照 らして、 れ れ の当'こ 応";tだ を準備 した こ

とによ り、個々の児童への指導 が充実 した。rこ のよ うな児童の反応が予想 され、 こ

のよ うな手だてを講 じれば、 このよ うな成果が期待できる」 とい う蓄積ができた。

(3)児 童 に予め評価規準 を分か りやす い言葉で示す こ とに より、活動の意味が明確に

な り、達成への意欲 も向上 した。

2具 体的な指導 と評価の工夫

(1)匙 三 ム を使 わずに、自分の考 えを進めさせ ることにより、友達の意見 と比較 し、

修正や追加,よ りよくす るポイン トを児童 自ら発見できるよ うになった。 また、考え

は途 中で あって も、その過程が尊重され るとい う雰囲気を作 りだす ことにっながった。

さらに、児童の詳細な状況把握 から、次時の指導の立案が充実 した。

(2)ワ ークシー トの一部 に乏.1.U2-lltgを設けておき、児童に理解度を記 させ た。 この

ことによ り、児童 にとって必要な情報や指導 を、挙手によ り質問す ることには躊躇す

るような児童にも与えることができた。

(3)黒 板上 に自分の考 えや結果 につ いて、ネームプ レー トを貼る形で示す ようにさせ

た。児童に とっては、集団の多様 な考えを知 り、その妥 当性に 目を向ける機会 となっ

た。指導者に とっては、話 し合いの発言計画等を立てることに役立った。

(4)学 習を振 り返る感想 は、 「楽 しかった」 「よく分か った」 といった抽象的 な言葉 で

は なく、 自分や友達の考 えについて 「どんな ところが」「なぜ」 よいのかな ど、 日常

的にまとめ られ るよう習慣づけることで、簡潔、明瞭,的 確な どの価値が身 にっいた。

(5)机 問指導の際に、座席 表に記号 を示 したチ ェックシー トを用いると、全体の状況

の記入 が容易にな る。 さらに、予めそれぞれの児童 の反応の予測や関連する得意な既

習事項等 を記入 してお くと、一層、的確 な指導になるといえる。

算数の よさに基づき、個々の考 えが、過去の自分や友達 と比較 されなが ら高まること

で 、学習 に意欲をもた らすこ とができた。個に応 じた的確 な指導 と評価、さらにその後 の

指導の手だての重要 さを痛感 した。

2今 後の課題

既習事項 として これか らも使 える大事な考え方についてま とめた り、発展要素 として同

じ考えを使って解けそ うな問題 を見出 した りす るな ど、 自発的な 「まとめ」を行 うことへ

の指導の工夫について、 さらに明らかにす る必要がある。
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